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HCG (ヒューマンコミュニケーショングループ)

の目指すもの

HCG運営委員長　井口征士(大阪大学)

ソサイエティ制度の下

で､唯一の研究グループ

として発足したHCG

(ヒューマンコミュニケ
ーショングループ)は､

近年の｢人に優しいシス

テム｣を求める動きに乗

って着実にアクティビテ

ィを上げつつある｡この

｢人｣を対象にした研究

分野は典型的な学際的横
断型の研究であり､既存の学問体系から大きくはみ

出している｡また人間を核として､社会科学,人文

科学､自然科学の全分野にまたがっている｡従来は

異分野の研究として接点を持ちえなかった､さまざ

まなコミュニティが｢ヒューマンコミュニケーショ

ン｣という切り口から交流が活発に行われている｡

このグループを構成する研究会については､昨年

発足時のニューズレターN0.1に詳しく述べられてい

るので､ここでは簡単な説明に留めるが､最近で

は､当初の枠組みを越えて､さらに広い学際分野へ

と展開しつつある｡

ヒューマンコミュニケーション基礎(HCS)

･コラボレーションや福祉のためのコミュニ

ケーション技術
･コミュニケーションに関連する心理学､

生体工学､社会学
ヒューマン情報処理(HIP)
･感覚･知覚･跳故･情緒･感性などの高次

脳械能の情報処理
･次世代メディア技術とヒューマンコミュニ

ケーション

マルチメディア.仮想環境基礎(MV7:)
･マルチメディアと知的コミェニケ-シヨン

･人工臨場感技術と臨場感通信

これからの方向として､機能代行だけでなく,梶

詑支援から機能訓練を通して､心身のリハビリテー
ションを行う｡インタラクションやプレゼンテーシ

ョン技術を活用して､効率的なコラボレーションや

充実したエデュケーションを実現する｡さらには創

造性や感性を刺激して､アートやエアュテ-メント

の発展を支援するなど､さまざまな視点からヒュー

マンコミュニケーション技術の普及に貢献すること

が期待できる｡また同時に､このような技術の普及

が人間に与える｢光と影｣についても､並行してア

セスメントをしつつ､バランスのとれた開発研究を

勤めていきたい｡

今後､社会学､心理学,倫理学､医学､生理学､

福祉工学､美学,芸術､致育､広報など､人間が関

わるすべての領域から､具体的な開題意織をもっ

て､このグ)i,-7'の活動に参加していただきたいo
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HCGニューズレター

HCG技術セミナー実施報告

HCG幹事　笠原　裕

(NECインターチャネル)

平成7年度のヒューマンコミュニケーショングル
ープの活動の一環として､ 3月7日(木)グループ

の大会と同期して技術セミナーを実施しました｡

テーマは｢ヒューマンメディア｣であり､通産省

が)996年から開始する予定のヒューマンメデイ7プ

ロジェクトに関連した話題として設定しました｡こ

のプロジェクトは､情報処理の専門家でない人が誰

でも自由に情報環境を利用できるための技術基盤を

固めようとするプロジェクトです｡人間の視点とい

う意味でヒューマンコミュニケーションとの関連も

深く､ヒューマンメディア技術全般にわたる内容を

知る横会を撞供するという狙いでセミナーを企画し
たものです｡

セミナーの構成としては､ヒューマンメディアの

プロジェクトの中で中心的な役割を担っておられる

講師の方々に､それぞれの担当分野のテーマについ

ての解説をお願いする形式ですo

当日のプログラムは以下の通りです

(1)ヒューマンメディアプロジェクトと感性メディア

技術
一人間と協調する情報基盤の構築に向かって-

工業技術院電子技術総合研究所　加藤　俊一

(2)バーチャルリアリティとヒューマンメディア

筑波大学　岩田　洋夫

(3)知識メディアの書首相

大阪大学産業科学研究所　溝口理一郎

加藤さんには､プロジェクト主催者側の立場とし

てのヒューマンメディアプロジェクトの全体像と､

加藤さんご自身が先導的な役割を果たされ､日本が

世界に先駆けて取り組んできた感性メディア技術に
ついて紹介していただきました｡ご講演の中で､情

報環境の多様化と利用者の広がりは,人間主導の情

報基盤を実現する技術の確立を要請しており､ヒュ
ーマンメディアプロジェクトはこれに応えるための

ものであること､その技術課題が何でどのような挑

戦が行われていくかが紹介されましたo

岩田先生には､ヒューマンメディアの中の､仮想

メディアの話題を中心に､ VR技術全般にわたり､

その展開と最近の動向､進みつつある嫌々な関連プ
ロジェクトについてご紹介いただきました｡ 1996年

代に米国空軍のス-パーコノクtt'ットに端を発する

vR研究が現在までに至る研究の流れ､各ステージ

での代表的研究成果と､ヒュ-マンメディアのLPで

進められていく技術と応用のイメージについて､お

話しいただきました｡

溝口先生には､知織メディア推進の立場から､オ
ントロジーを中心に話していただきましたo知識処

理研究の流れから､内容指向の研究が重視されてき
たこと､メディアによって表現された情報･知識の

｢内容｣をメディア依存の部分とメディア独立の部

分に分け系統的に表現する技術課題について紹介さ
れた.また､具体的な応用場としてプラントや機械

系の運転管理･保守交接や分散環境におけるソフト

開発のためのコンカレントエンジニアリング支援な

どが想定されているとのこと｡

当日の参加者は4 0名を越え､各分野の第一線で

活躍されている講師の方々の講演に対して熱心に聴

講すると共に質疑も盛んに行われましたo　ヒューマ

ンメディア､ヒューマンコミュニケーションという

人間にとって究極のテーマに対する関心の高さが伺
われますo今後も､このプロジェクトの進展や､埠{

術の発展の経過を継続的にお知らせしていく場を確

保していくことが重要と考えます｡

余談ではありますが､参加者募集にあたっては手
配が遅れたこともあり､学会誌での告知がぎりぎり

になってしまい､ネットワークをフルに利用しまし

た｡ WWでの告知とグループの専門委貝の方々を

縫由したメールでの通知などです,,　このせいかE-

mallでの申し込みが圧倒的に多かったのも事実です｡

ネットワークが研究者間では行き渡ってきたことを

実感すると共に､使い方も日常的に自然に行えるよ

うになってきていると感じた次第です｡

事務局サイドとしても,電子メールでの申し込み
に対しては､申し込み受け付け確認をすぐに返信と

して送れて便利でした0 -万､ 77ツクスでの申し

込みに対して､まとまってから返事を出そうと考え

ていたせいもあり､返信が遅れ､申し込んでいただ

いた方々には､受け付けられたのか,そうでないの

か､いらいらさせる結果となってしまったことをお

詫びしたいと思います｡ヒューマンコミュニケーシ

ョンの立場からすると､いい事例と悪い事例が電子

メディアの利用方法をによりEl常的に起こり得ると{

いうことでしょう｡

最後に､本セミナーの企画は､大阪大学の井口先

生の発案によるものですが､企画実行と募集にあた
っては､大阪大学の西田先生､東芝の土井さんに多

大なご協力をいただきました｡また､ヒューマンコ

ミュニケ-シヨングループの大会との連動という形

で場所の確保やプログラムへの組み込みなど､ NT

Tの米村さんにお手数をかけました｡この場を借り

てお礼を申し上げます｡
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HCGニューズレター

第5回シンポジウム｢顔｣報告

HCG幹事　金子正秀(東京大学)

｢顔をつくる｣という

テーマのもとに､平成8

年3月5日(火) ､早稲

田大学国際会議場(東京
都新宿区)にて､第5回

シンポジウム｢顔｣が開

催された｡主催は日本顔

学会であり､ヒューマン
コミュニケーショングル

ープ(及びその前身であ

るヒューマンコミュニケ

A-シヨン研究会)は共催として第1【司シンポジウム

1来毎回運営に協力してきている｡今回は､美容外

科､美術解剖学､落語の各分野で活躍されている

方々の講演3件と､京劇の化粧･所作の実演､顔の

造形にかかわる対談という､ ｢顔｣に関するシンポ

ジウムならではの多彩な内容が盛り込まれていた｡

参加者数は約2 60名である.以下､各講演内容に
ついて簡単に紹介する｡

[Ⅰ】 ｢いい鶴をつくる輪郭形成術｣

南雲告別氏(ナグモクリニック､美容外科)

いい顔とは何か､いい顔のために美容外科は何を

なし得るかという立場から､最新の美容外科におけ

る輪郭形成術についての講演がなされた｡従来の美

容外科は目鼻立ち重視の立場であり､顔を大作りに
見せる処置が行なわれていたo　これに対し､最近で

は､眼､鼻､ロといった個々の造作の良さを最大限

に活かしながら､顔の輪郭を造作に合わせることに

より､美しく調和のとれた顔を形成するという考え

方になってきている｡顔が大きく見える要因が5つ

のタイプとして示され､各々に対する典型的な輪郭
1,成法が紹介されたo講演の最後に､ rいい額とは

何か｣という問いに対する氏の考え方として､ ｢そ

れにより満足をし､幸せになれる｡人生のqOLが高

められるo ｣という解釈が示された｡顔の輪郭形成

術の最終的なEl標もこの点に置かれている｡襖の輪

郭形成においては､技術的にも､ 3次元形状計測技

術､超音波計測､計算枚による篤郭形成結果のシミ
ュレーション等､最先端の技術が駆使されており､

美容と医学､工学の接点を知る上で､大変興味探い

講演であった0

121 ｢ネアンデルタール幼児の復元｣

宮永英知代氏
(東京芸術大学美術学部,美術解剖学)

日本シリア合同調査隊により1993年にシリアのデ

デrJエ洞窟で発見された推定2歳の子供のネアンデ

ルタール人の全身骨格化石に基づいて､全身像の復

元を行なった過程が豊富なスライドによって詳細に

紹介された｡化石人骨の場合､当然の事ながら､骨

格に関する情報は得られても､筋肉や皮11の情報､
まぶたは一重か二重か､娘の色は､といった情報は

残されていない.従って､前準備として､現代2歳

児について様々な観点から計測を行ない､復元作業
における客観的裏付けを行なっている.復元では､

これらの計測データや科学的根拠に基づいて客観的

に作ることが可能な部位と､客観的な情報が得られ

ないために造形的創意によって形作らざるを得ない

部位とを融合させて作業を進めることになる｡この

様な中で､人類学者と美術解剖学者各々での復元に

対する考え方の違いが出てくる訳であるが､これを

統合させて､見事にデアリエ･ネアンデルタールの

復元が達成されている0人親学的興味ということだ

けではなく､生体復元における美術解剖学の役割を

知る上でも貴重な講演であった.

【3】 ｢顔名人劇場｣
三遊亭歌之介氏(落語家)

｢明るい考えと楽しい育辛､この二つによって笑

顔が作られる｡　プラス思考が人生のエキスにな

る｡｣ということをペースにして､人間とその生き

方にかかわる大変熟のこもった講演が繰り広げられ
た｡講演の内容のポイントは､明るい考え方､明る

い楽しい言葉､呼吸(前に出す呼吸) ､そして感謝

の気持ちの大事さ､ということに集約できるo　これ

らを具体的に示す話が次々と続き､最後に,人間と

宇宙とのつながりから､海の波が打ち寄せる回数と
人間の呼吸の回数が1分間で18回､ 18+18-

36で体温､ 36+36-72で心臓の縛動数､ 7

2+72-144で血圧, 144+144-288

でニッコリハツハ､ということで締めくくられた｡

終始会場では､爆笑の渦が巻き起こされていたが､

氏の講演の中では､笑いの中にも人間に対する氏独

特の捉え方､考え方が粗め込まれており､大変示唆
に富むものであった｡また､講演の中で挙げられた

様々な事例について､自分自身或いは身近な人と重

ね合せて話を聴く結果､より印象深い漸寅になって

いた｡

(4] ｢実演:京劇の顔をつくる｣

張紹成氏.股秋瑞氏､劉東風氏

(東京京劇団､京劇俳優)

解説.細井尚子氏

(東京国立文化財研究所､演劇学)

中国横劇として有名な京劇の化粧と､代表的な所

作についての実演が行なわれた｡　関羽(紅生､男

役) ､項羽(浄､エネルギーの強い男役) ､高力士

(丑､道化役)という3つの役回りについて､兼摂

の状態から､化粧､着衣､代表的な清枝に至るまで
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が､三者三様に舞台上で順を追って細介されたD茄

刷の化粧は､歌舞伎の隈取りとは異なり､人物の性

質､身分､年齢などを視覚的に表現することを目的
としているものであり､見る者と演じる者との問で

かなり細かな約束が成立しているとのことである｡

京劇でどの役を演じるかは､まず､顔形､背格好､

声によって決まり､化粧によって役柄がシンボライ

ズされている｡赤や黒などの原色による色分けはか

なり印象の強いものであり､また､長い髭や衣装が

アクセントを付けている｡化粧だけでなく､感情表

現も役柄によって異なり(誇張して表現､抑えて表

現､など) ､しかも､顔の表情だけでなく全身の仕

草によって表現されている｡第3回のシンポジウム

｢顔｣では､歌舞伎の化粧の実演が行なわれたが､

歌舞伎と京劇における顔や化粧に対する捉え方の違
いには大変興味深いものがある0

15】 ｢対談:顔と造形｣
三木俊治氏(東京造形大学､造形学)

聞き手:清水悌氏
(メイクアップ･アーティスト)

三木氏は｢京おんな｣ ｢ラリットプールの女｣

｢大棟梁｣ ｢行列｣を始めとして多くの人物像彫刻

を作品として作られてきている｡彫刻の場合､首､

そして後頭部を含めた頭部全体があって初めて顔が

形作られることになる｡首があることによって頭を

かしげたりすることができるのであり､また､頭の

後ろが大事な意味を持っていて､まず､後頭部から

作らないと形が決まらないとのことである｡つい､

眼､鼻､ロといった造作から先にと思ってしまう

が､首まで含めた頭部全体のバランスが重要な訳で

ある｡対談の最後に､ ｢顔とは何?｣という質問が

清水氏からなされ､これに対し｢顔の表面を大地に

なぞらえ､スキーヤーになって滑る時に､どう滑っ

たらいいのかを考えることによって､どう､顔を形

作るかを決めていく｡例えば､造形上難しい項の部

分は､斜滑降で行かざるを得ず､この場合､理屈よ

りは､内面的なものを見ていくo ｣という答えがな

された｡　｢形というのは､勝手にできるのではな

く､意味があってできるものである｡ ｣という話も

紹介され､単に彫刻家における萌の捉え方を聴く､

ということではなく､顔の形､造形について､なる

ほどそういうものか､と再認認識をさせられる対談

内容であった｡

CH l 96会議報告

遠藤隆也(NTTアドバンステクノロジ)

4月13日から18ElまでバンクーバーにてACM

SIGCHI (Speclal Interest Group on Computer-Human

lnterac(LOn)主催のCHl (Conference on Human Factors

LnComptlllnB Systems)が行われました｡ (なお､

cooperatlng SocletleSとして今年から耽々のIEICE.

Human CommunLCatlOn EngmeennB Group. Japanも入っ

て協力することになりましたC )

今回の会議のメインテーマは｢COMMON

GROUND｣でした｡これは最近の技術の急速な進展

に伴う様々な課題に対処して行くためには,多様な
カルチャーの方々が協力して問題に取り組んでいか

なけねばならない｡そのために､基本に流れるアイ

デアを分かちあったり､お互いに学びあっったりす(

る必要がある｡それを考えていこうとするものでし

た｡

このメインテーマのもとに, 30のチュートリア

ル､専門家による16のワークショップ､下記のよ

うなセッションに分かれた論文発表や多くのポスタ
ーセノシヨン､ SIGが行われました｡

論文発表では､例えば
Leaming From Users

JnnovatlVC User Interfaces

EmpirlCal StudleS Of GraphLCS and VISual Deslgn

The Vlrtua] LIbrary

CollaboratJVe Systems

AI Lemat)ve Me(hods of lnteract]on

World Wldc Web

Mult1-modal App) lea(Ion

Chlldren and OtherLearners

Scrlbbllng. SketchLng, Drawlng. and WrJtlng

V )rtual and Computer-Augmented Env LrOnmCn(S

Des ign MeLhodology

Supportmg Awareness of O山ers ln Groupware　　　ノ`ー

Deslgn for CommunlCatLOn and CommunlCat10n

for DesJgn

Educatlon AppI LCatIOn

Ncws and Mall

Model of Work PracLLCC

User Tnterface for Large Markets

lnteractlve lnformat1On RetrleVal

The Telephony CusLomcT InLerfacc

Evaluatl0n

などなど､現在の様々な課題と案が熱く議論されま

した｡

また､多くのパネルや招待講演などもおこなわれ

ましたo　特にrDrawLrtgOntheRlghtSLdeofBraLn｣

などの著者であるBet(yEdwardsさんによる｢ANew

LookatLheArtofScclng｣は､物事を違って見ること
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について､またアーティストとサイエンティストの

common Groundの可能性について､具体的に絵を描

くスキルとものの見え方が変わっていく様子も交え

て話されて､深く考えさせられるもので､とても好

評でしたo

IntcTnCtの話しもいろいろありましたが､特に使い

勝手が課題であり､別のメタファなどによるインタ

フェースの検討が日をひいていました｡

仕事柄(HrrセンタではHuman ln(erfaceTeslLnB &

Deslgnlngを行っているので)ユーザとか評価･デザ

イン方法論などが気になりました｡ウインドウズ95

の開発の報告も行われました0　24名の

InlerdlSCIPl)naryなデザインチームで､ 560名の被験者

による多くの試験･評価がおこなわれ､ 699項El

のユーザビリティ･ステイトメントが得られ､それ

の多くを反映させた､など､考えさせられることが

多かった｡

また､会読の始まる前に行われた専門家によるワ
ークショップの中では､　｢TheHCJProfessl0nalas

consulLaJIL｣のテ-マでは､世界から1 5名のプロの
一人としてHITセンタの伊東さんが選ばれて参加し､

トップエンドの方々が直面している様々なレベルの

課題とその対処法なとについて意見交換がおこなわ
れました｡今後も世界的レベルでの交流が期待され

ていました｡

顔画像処理に関する第3種研究会新設

HCG幹事　　森島繁生(成蹟大学)

人物の顔を研究対象の一つとする学閥分野は医

学､歯学､工学､心理学､人類学､考古学をはじめ

極めて広い範囲に渡っています｡このような学問領

域を絶えた顔の研究者の接点として日本顔学会が発

足したのは記憶に新しいところですD Z学の立場に
-　限定しても､顔画像を主たる伝送対象とするテレビ

電話やテレビ会読システム､コンピュータグラフイ

ソクスによる人物像合成の-異を担う顔表情合成や

会話シーンの合成､コンピュータビジョンの重要か
つ困難なテ-マである顔の特徴細山あるいは顔によ

る個人認証､また感性情報処理のテーマであるノン
バーバルコミュニケーション実現のための表情の分

析･合成に関する研究､さらにこれらをLL.､用したヒ

ューマンインタ7ェ-ス､擬人化エージェントによ

る対話環境実現など､顔画像処理に関連する研究開

発は内外の多方面で活発に進められており､ますま

すその重要性が高まってきています｡

ヒューマンコミュニケーショングループの研究会

や全国大会においても､頗画像処理に関する多くの

発表が毎年行われており,他学会の研究会でもその

特集が組まれるなど､ホノトな分野を形成している
ことが伺われますo　また､電子情報通信学会論文誌

A､ D分冊の共同で顔特集号が､来年8月の刊行に

向けてその企画が進められております｡
このような背景から､様々な分野で行われている

頗画像処理に関する技術についてそろそろ､その技

術課題を整理する必要性が生じていると判断し,
｢顔画像処理に関する第3種研究会｣の設立を凍寒
いたしました｡この研究会では､大学､研究所等の

研究機開､医療現場､セキュリティ部門､映画やC

Gのプロダクション､ソフト開発部門等を初め､内

外の顔研究や顔処理に直面する現場において,現在

研究が進んでいる､あるいは実際に実用化がなされ

すでに利用段階にある顔画像処理技術に関して現状
の調査研究を実施することを目的としており､現在

までの技術成果の整理と､今後の研究のベクトルを

探ることが狙いです｡特に学会や研究会といった研
究発表の場に捕われず､広く一般のマ-ケyトや現

場のニーズを探ることも重要な課題であると考えて
おります｡この研究会は先日の研究専門香月会の承

認を経て発足し､その期間は平成8年7月より2か

年を予定しております｡

なお現在､研究会構成メンバーは以下のようにな

っております｡

顧問　原島　博(東大)

主査　森島繁生(成棋大)

幹事　金子正秀(東大)

山田　寛(川村女子大)

八木　康史(阪大)

委員　大谷　浄

EE中弘美

長谷川修

輿水大和
橋本周司
原　文雄

永田明穂
安生健一

(ATR)

(立命館大)

(ETL)

(中衷大)

(早稲田大)

(理科大)

(東京工科大)

(日立)

なおこの研究会は､顔画像処理関係の研究のさら

なる発展を期して､ EF本顔学会の顔画像処理関係研

究会とのリエゾンをヒューマンコミュニケ-シヨン

グループ内に設置すること､また1998年貫に開

催が予定されている国立科学博物館主催の｢顔に関
する特別展｣の企画サボ-卜を行い､工学関係グル
ープからの企画協力母体を形成することを併せて目

的としております｡

活動としては､主として現状調査ということで見

学ツアー等を企画する予定です｡委員につきまして

は､あまり制約に捕われることなく､逐次参加ご希

望の方が居られれば､そのつど自由に加わっていた

だく形を取りたいと考えております｡この研究会に

ご興味のおありの方､参加希望の方あるいは詳細を

お知りになりたい方は､　主査の森島(shLgeO@ee

selkeLaC｣p)までご一報お寄せください｡
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編集デスクより

5月に,ニューズレターを担当する締集幹事がH

CGに新設され､中京大学の輿水先生と私が担当す

ることになりましたo短い期間で,どうにか発行に

こぎつけることができ､ほっとしています｡

今回の発行に際して､執筆者の方々をはじめ､多

くの方々にお世話になりました｡内容については､

前幹事の東京電粍大学　村上先生の企画を踏弟させ
ていただきました｡表紙のデザインは､ NECイン

タ-チャネル　笠原さんが作成されたものを使用さ

せていただきました｡井口先生の似顔絵は､輿水先

生のPICASSOシステムで作成していただきま

したo記して感謝いたします｡

今回のニュ-ズレターに対するご意見､ご質問､

これからのニューズレターに対するご要望がありま

したら､編集幹事　鈴木智(saLosh'@nttevB.h'l.nu.

JP)までご連絡ください｡

ヒューマンコミュニケーション

グループへの登録方法

氏名と会員番号を明記して､ヒューマンコミュニ

ケーショングループに登録したい旨の電子メールを

servJCe@IelCe OrJPに送ると翌月から登録されますo
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電子情報通信学会　ヒューマンコミュニケーショングループ

運営委員会

運営委員長
次期運営委員
副委員長
副委員長
庶務幹事
庶務幹事
会計幹事
会計幹事
企画幹事
企画幹事
&-*#-S
編集幹事

顧問
顧問
顧問

士司平夫秀成生弘　男　和征英良隆正一繁泰裕恒智大口川津川子根島崎原山木水井淀中黒金中森山笠勝鈴輿
長

大阪大学)
工学院大学)
ATR)
京都工芸繊維大学)
東京大学)
NTT)
成蹟大学)
ATR)
N富N中 ECインターチャネル)

士通研究所)
TT)

京大学)

長尾　真　　(京都大学)

塚田　啓一　(松下電器)
原島　博　　(東京大学)

ヒューマンコミュニケーション基礎研究専門委員会(HCS)

委員長　　　　　伊福部　連　(北海道大学)

副委員長　　　　西田　正吾　(大阪大学)
幹事　　　　　　鎌EEI　一雄　(宇都宮大学)

幹事　　　　　　山田　寛　(川村短期大学)

ヒューマン情報処理研究専門委員会(H I P)

委員長　　　　　三宅　誠　　(NHK)

副委員長　　　　乾　敏郎　(京都大学)

幹事　　　　　　赤松　茂　　(ATR)

幹部　　　　　　土井　美和子(東芝)

幹事補佐　　　　喜多　伸一　(東京大学)

マルチメディア･仮想環境基礎研究専門委員会(MV E)

委員長　　　　　贋瀬　通孝　(東京大学)

副委員長　　　　岸野　文郎　(ATR)

幹事　　　　　　相棒　清晴　(東京大学)

幹事　　　　　　鉄谷　信二　(NTT)
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